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は
じ
め
に

―
地
域
情
報
学
と
地
域
研
究

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
を
は
じ
め
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
情
報

の
流
通
と
そ
れ
を
使
う
た
め
の
ツ
ー
ル
の
開
発
・
普
及
は
、
と
く
に

一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
顕
著
に
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
で
は
、
一
九
九
七
年
、
歴
史
学
・
考
古

学
等
で
扱
う
文
化
資
源
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
そ
の
利
用
に
お
け
る
課
題

解
決
を
目
的
と
し
た
研
究
グ
ル
ー
プ
、
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｉ
（Electric A

tlas 

Initiative

）
が
結
成
さ
れ
、
と
く
に
時
空
間
分
析
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
じ
た
資
源
の
共
有
化
を
目
的
と
し
た
（Buckland 2008

）。
文

化
研
究
と
情
報
学
の
融
合
を
目
指
し
た
も
っ
と
も
初
期
の
研
究
グ

ル
ー
プ
の
一
つ
で
あ
る
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｉ
と
連
携
し
な
が
ら
、
日
本
で
は
、

地
域
研
究
に
情
報
学
を
導
入
し
た
、
新
領
域
と
し
て
の
「
地
域
情
報

学
」
が
二
〇
〇
四
年
に
創
成
さ
れ
た
（
柴
山 

二
〇
〇
九
）。
柴
山
は
、

一
九
六
四
年
に
書
か
れ
た
タ
イ
国
の
広
域
年
間
水
収
支
に
関
す
る
論

文
を
例
に
し
て
、
情
報
学
は
そ
の
当
時
か
ら
す
で
に
地
域
研
究
の
論

文
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
が
、
情
報
学
の
役
割
は
Ｇ
Ｉ
Ｓ

（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
や
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
、
あ
る
い

論
　
文地

域
情
報
学
の
読
み
解
き

―
発
見
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
時
空
間
表
示
と
テ
キ
ス
ト
分
析

柳
澤
雅
之　

高
田
百
合
奈

山
田
太
造　
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学
の
融
合
が
認
め
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
一
連
の
研
究
プ
ロ
セ
ス
の

中
か
ら
、
ま
ず
は
現
地
で
の
地
域
情
報
の
収
集
と
課
題
発
見
の
プ
ロ

セ
ス
に
焦
点
を
あ
て
て
検
討
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
地
域
情
報
学
の

手
法
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
地
域
研
究
論
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
試
み
る
。
地
域
研
究
論
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
が

必
要
な
の
は
、
地
域
研
究
の
研
究
対
象
で
あ
る
世
界
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

が
新
し
く
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
が
（
山
本 

二
〇
一
二
）、
同
時
に
、

研
究
手
法
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
新
し
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
。

現
地
で
得
ら
れ
る
地
域
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
（
地
域
情

報
）
か
ら
地
域
像
や
現
地
の
課
題
を
発
見
す
る
た
め
の
情
報
学
的
手

法
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
・
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ス
と

テ
キ
ス
ト
分
析
に
焦
点
を
あ
て
る
。
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
・
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
ス
と
は
、
近
年
、
利
用
が
盛
ん
な
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

て
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
地
図
の
こ
と
で
あ
る
。
記

録
者
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
地
域
情
報
を
断
片
化
し
、
デ
ジ
タ
ル
地

図
の
上
に
時
間
と
空
間
を
軸
に
し
て
再
配
置
さ
せ
る
こ
と
で
、
個
々

の
地
域
情
報
の
連
関
を
可
視
化
す
る
。

一
方
、
テ
キ
ス
ト
分
析
と
は
、
膨
大
な
デ
ー
タ
か
ら
知
識
を
発
掘

す
る
た
め
の
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
の
ひ
と
つ
で
、
主
に
文
字
情
報

（
テ
キ
ス
ト
）
を
分
析
対
象
と
す
る
情
報
学
の
手
法
で
あ
る
。
地
域

情
報
か
ら
地
域
像
に
関
連
す
る
用
語
、
お
よ
び
、
用
語
の
か
た
ま
り

で
あ
る
ト
ピ
ッ
ク
を
抽
出
す
る
。
そ
し
て
、
ト
ピ
ッ
ク
間
の
つ
な
が

り
を
統
計
的
に
分
析
し
、
そ
の
結
果
を
時
空
間
上
で
表
示
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
テ
キ
ス
ト
間
の
連
関
を
可
視
化
す
る
。

そ
し
て
、
両
者
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
断
片
化
さ
れ
た

地
域
情
報
を
、
地
図
上
の
物
理
的
な
空
間
と
記
録
者
の
認
識
上
の
空

間
の
連
関
と
し
て
可
視
化
さ
せ
、
地
域
情
報
か
ら
の
読
み
解
き
の
ツ
ー

ル
と
し
て
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
従
来
ま
で
の
単

純
な
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
等
と
は
異
な
り
、
デ
ー
タ
の
意
味
内
容
に
ま

で
踏
み
込
ん
で
地
域
情
報
を
読
み
解
く
た
め
の
手
法
を
考
察
す
る
。

Ⅰ
資
料
と
調
査
方
法

本
研
究
で
は
、
地
域
情
報
と
し
て
、
ス
マ
ト
ラ
を
広
域
に
調
査
し

た
高
谷
好
一
に
よ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
記
録
を
利
用
し
た
。

高
谷
好
一
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
と
は
、
一
九
六
七
年
～
一
九
九
五

年
に
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
に
在
籍
し
た
高
谷
好

一
・
京
都
大
学
名
誉
教
授
が
、
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
て
、
世
界

各
国
の
地
形
や
植
生
等
の
自
然
環
境
条
件
と
地
域
社
会
の
生
業
体
系

と
の
関
係
を
テ
ー
マ
と
し
て
調
査
し
た
記
録
で
あ
る
（
高
谷 

二
〇
一

二 ; 

二
〇
一
三
）。
出
版
さ
れ
た
高
谷
好
一
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
記

は
統
計
分
析
等
の
限
ら
れ
た
範
疇
で
ツ
ー
ル
と
し
て
利
用
さ
れ
た
に

す
ぎ
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
情
報
理
論
や
情
報
メ
デ
ィ

ア
・
シ
ス
テ
ム
、
空
間
情
報
学
等
、
情
報
学
に
お
け
る
関
連
分
野
の

進
展
と
と
も
に
、
情
報
学
の
視
点
に
基
づ
い
て
地
域
を
〈
解
く
〉
こ

と
が
可
能
に
な
り
、
地
域
情
報
学
が
構
想
さ
れ
た
と
す
る
。
そ
し

て
、
地
域
情
報
学
は
、
地
域
研
究
の
ツ
ー
ル
開
発
や
デ
ー
タ
処
理
と

い
う
狭
義
の
目
的
だ
け
で
な
く
、
情
報
と
そ
れ
に
付
随
す
る
属
性
と

を
集
積
・
解
析
し
て
地
域
像
を
解
明
す
る
「
広
義
」
の
目
的
を
持
つ

も
の
で
あ
る
と
説
明
す
る
（
柴
山 
二
〇
〇
九
）。

情
報
学
が
進
展
し
、
地
域
情
報
学
が
生
ま
れ
る
の
と
同
時
に
、
多

く
の
分
野
で
情
報
学
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
地

理
学
や
人
類
学
、
経
済
学
、
歴
史
学
、
そ
の
他
多
く
の
自
然
科
学
分

野
を
含
む
分
野
で
、
情
報
学
を
融
合
し
た
研
究
が
進
ん
だ＊

１

。

し
か
し
、
先
述
し
た
柴
山
の
説
明
で
は
、
情
報
学
を
取
り
入
れ
た

多
く
の
分
野
と
地
域
情
報
学
と
の
手
法
上
の
違
い
が
不
明
瞭
で
あ

る
。
情
報
学
の
視
点
や
技
術
を
取
り
込
ん
だ
点
で
は
い
ず
れ
も
同
じ

で
あ
り
、
地
域
情
報
学
が
、
情
報
学
を
取
り
込
ん
だ
他
の
研
究
分
野

と
異
な
る
唯
一
の
点
は
地
域
像
の
解
明
を
目
的
と
す
る
か
ど
う
か
に

あ
る
。
柴
山
が
編
集
責
任
者
と
な
っ
た
、
地
域
情
報
学
に
関
す
る
東

南
ア
ジ
ア
研
究
誌
の
特
集
号
で
も
、
柴
山
が
述
べ
る
よ
う
に
、
個
別

の
論
文
の
ど
の
過
程
で
情
報
理
論
が
使
わ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、

ど
の
よ
う
に
情
報
シ
ス
テ
ム
を
駆
使
し
た
か
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も

判
断
し
が
た
い
も
の
が
含
ま
れ
る
（
柴
山 

二
〇
〇
九
）。

新
し
く
構
想
さ
れ
た
地
域
情
報
学
の
異
質
性
を
強
調
し
閉
鎖
的
に

学
界
を
形
成
す
る
必
要
は
も
ち
ろ
ん
な
い
が
、
他
の
分
野
に
お
い
て

情
報
学
・
情
報
技
術
の
利
用
が
進
む
以
上
、
単
に
ツ
ー
ル
の
提
供
者

な
の
で
は
な
く
、
地
域
研
究
に
と
っ
て
、
あ
る
い
は
、
地
域
像
の
解
明

に
と
っ
て
情
報
学
が
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
ち
役
割
を
果
た
す
の
か

を
地
域
情
報
学
は
説
明
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に

は
、
柴
山
が
特
集
号
で
試
行
し
た
よ
う
に
、
多
く
の
具
体
的
事
例
を

積
み
重
ね
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
地
域
研
究

の
実
際
の
研
究
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
情
報
学
が
取
り
入
れ

ら
れ
る
の
か
を
具
体
的
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
地

域
研
究
の
新
し
い
手
法
を
切
り
拓
く
上
で
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
情
報
学
を
取
り
込
ん
だ
地
域
研
究
の
新
し

い
研
究
手
法
を
検
討
す
る
た
め
の
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
現
地
の
情
報
を
、
近
年
の

情
報
学
的
手
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
か
に
発
見
の
ツ
ー
ル

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
検
討
す
る
。
地
域
情
報
学
の

研
究
手
法
に
は
、
問
題
・
仮
説
の
設
定
、
地
域
情
報
の
収
集
と
集

積
、
分
析
、
成
果
の
発
信
と
共
有
化
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
あ
り
（
柴

山
・
原 

二
〇
〇
八
）、
そ
の
い
ず
れ
の
過
程
で
も
地
域
研
究
と
情
報
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た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
個
別
の
情
報
に
加
え
て
、
テ
キ
ス
ト
分
析

の
手
法
で
得
ら
れ
た
結
果
を
時
空
間
上
で
表
示
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
記
録
か
ら
読
み
取
れ
る
知
見
に
つ
い

て
検
討
を
加
え
た
。

ま
た
、
筆
者
の
一
人
の
柳
澤
は
、
高
谷
が
調
査
し
た
ス
マ
ト
ラ
の

中
南
部
で
二
〇
一
五
年
三
月
一
八
日
か
ら
三
月
二
五
日
に
か
け
て
現

地
調
査
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
に
記
載
さ
れ
た
情
報
と
の
比
較
を

行
っ
た
。
本
稿
は
そ
れ
ら
の
結
果
に
基
づ
い
て
い
る
。

Ⅱ
地
域
情
報
の
時
空
間
表
示
か
ら
読
み
解
く

１
時
空
間
表
示
シ
ス
テ
ム
の
構
築

か
つ
て
、
現
地
調
査
の
記
録
は
鉛
筆
と
ノ
ー
ト
に
よ
る
手
書
き
の

資
料
と
し
て
作
成
さ
れ
た
。
し
か
し
現
在
、
多
く
の
研
究
者
が
現
地

に
パ
ソ
コ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
多
種
多
様
な
電
子
機
器
を
持
ち
込

み
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
活
用
し
て
い
る
。
電
源
が
限
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
も
、
太
陽
光
発
電
の
よ
う
な
小
規
模
の
発
電
機

や
バ
ッ
テ
リ
ー
能
力
の
向
上
に
よ
り
、
辺
境
の
地
で
さ
え
現
地
調
査

時
に
お
け
る
電
子
機
器
の
使
用
は
一
般
的
に
な
っ
て
き
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
も
同
様
で
あ
る
。
利
用
可
能
な
容
量
や

ス
ピ
ー
ド
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
多
く
の
地
域
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
利
用
可
能
に
な
っ
て
き
た
。
現
地
調
査
時
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
現
地
の
俯
瞰
図
を
現
地
に
居
な
が
ら
に
し
て
見

る
こ
と
が
可
能
な
時
代
に
な
っ
て
き
た
。
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
携
帯
型

端
末
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
条
件

下
で
は
、
時
空
間
上
で
表
示
す
る
シ
ス
テ
ム
を
現
地
調
査
時
に
活
用

す
る
こ
と
が
容
易
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
研
究
で
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
情
報
を
時
空
間
上
で
表
示

す
る
た
め
に
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
・
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ス
の
一
つ
で
あ

るCesium

を
利
用
し
、
時
間
軸
を
調
整
す
る
こ
と
の
で
き
る
タ
イ

ム
ス
ラ
イ
ダ
ー
機
能
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
情
報
を
時
空
間

上
で
表
示
可
能
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た＊

２

。
図
２
に
実
際
の
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
示
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
個
別
の
情
報

が
、
記
録
さ
れ
た
地
点
に
ポ
イ
ン
ト
で
表
示
さ
れ
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
情
報
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他

に
、
広
域
の
空
間
内
で
の
情
報
の
位
置
の
特
定
機
能
、
ズ
ー
ム
イ

ン
・
ア
ウ
ト
機
能
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
地
図
表
示
の
変
換
機
能

（
俯
瞰
図
、
地
形
図
等
）、
地
図
上
で
の
表
示
と
連
動
し
た
キ
ー
ワ
ー

ド
検
索
な
ど
の
機
能
が
備
わ
っ
て
い
る
。

録
に
よ
れ
ば
、
調
査
期
間
は
一
九
七
三
年
二
月
か
ら
一
九
九
七
年
一

二
月
ま
で
の
二
四
年
間
に
お
よ
び
、
そ
の
間
、
四
〇
回
の
現
地
調
査

が
行
わ
れ
た
。
訪
問
し
た
の
は
、
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
、
東
は
太

平
洋
か
ら
西
は
ア
フ
リ
カ
ま
で
二
九
カ
国
に
及
ぶ
。高
谷
好
一
フ
ィ
ー

ル
ド
ノ
ー
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
現
地
で
の
観
察
記
録
や
聞

き
取
り
記
録
と
い
っ
た
テ
キ
ス
ト
の
情
報
と
、
本
人
に
よ
る
ス
ケ
ッ

チ
や
地
図
、
断
面
図
、
写
真
と
い
っ
た
画
像
情
報
と
で
あ
る
（
図
１
）。

テ
キ
ス
ト
情
報
に
は
、
景
観
観
察
の
記
録
、
聞
き
取
り
記
録
、
高

谷
に
よ
る
地
域
ご
と
の
特
色
の
ま
と
め
が
含
ま
れ
る
。
景
観
観
察
で

は
、
地
形
や
植
生
、
土
壌
、
農
作
物
、
水
路
の
状
態
、
農
業
技
術
、

屋
敷
地
の
形
態
な
ど
の
情
報
が
記
載
さ
れ
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト

で
は
、
農
民
や
村
の
有
力
者
、
地
方
役
人
、
研
究
機
関
の
研
究
者
等

か
ら
、
主
に
現
地
の
土
地
利
用
の
履
歴
や
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
農

業
や
環
境
保
護
に
関
す
る
制
度
、
あ
る
い
は
、
人
々
の
移
住
史
や
言

語
な
ど
が
記
載
さ
れ
る
。
ま
た
、
地
域
ご
と
の
特
色
の
ま
と
め
で

は
、
高
谷
に
よ
る
地
域
ご
と
の
要
約
が
記
さ
れ
る
。

本
研
究
で
は
、
高
谷
好
一
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
中
か
ら
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
島
を
対
象
に
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
を
用

い
た
。
ス
マ
ト
ラ
で
の
現
地
調
査
期
間
は
、
一
九
八
四
年
一
〇
月
一

九
日
か
ら
一
九
八
五
年
一
月
一
八
日
ま
で
の
九
二
日
間
、
Ａ
４
判
で

一
九
七
ペ
ー
ジ
分
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
記
録
を
分
析
対
象
と
し

図1　高谷好一フィールドノートの記述例

（出所）「地域研究アーカイブズフィールドノート集成2」（高谷 2012：23-24）。
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こ
の
時
空
間
上
で
の
表
示
シ
ス
テ
ム
に
は
、
情
報
学
を
専
門
と
し

な
い
研
究
者
の
利
用
を
想
定
し
て
い
る
た
め
、
三
つ
の
特
徴
が
あ

る
。
一
つ
め
は
、
情
報
の
可
視
化
に
重
点
を
置
き
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
関
連
の

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
な
複
雑
な
分
析
ツ
ー
ル
を
付

加
せ
ず
、
容
易
な
操
作
性
を
実
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。

二
つ
め
は
、
ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
さ
れ
た
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
・
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
ス
を
用
い
た
点
に
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
り

さ
え
す
れ
ば
、
世
界
中
の
ど
こ
で
も
無
料
で
利
用
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
い
っ
た
ん
情
報
を
入
力
す
れ
ば
、
オ
フ
ラ
イ
ン
上
で
も
利
用

が
可
能
で
あ
り
、Google

が
無
料
で
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
に
比
べ

て
も
簡
易
に
利
用
で
き
る
点
が
優
れ
て
い
る
。

三
つ
め
に
デ
ー
タ
入
力
が
容
易
な
点
で
あ
る
。
ユ
ー
ザ
ー
は
、
情

報
ご
と
に
位
置
情
報
を
付
加
し
た
Ｃ
Ｓ
Ｖ
形
式
の
デ
ー
タ
を
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
で
時
空
間
上
に
表
示
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
図

３
）。
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
記
録
を
時
空
間
上
に
表
示
さ
せ
る
の

に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
を
理
解
す
る
必
要
は
な
い
。

２
俯
瞰
視
と
微
視
か
ら
読
み
解
く

ズ
ー
ム
ア
ウ
ト
に
よ
る
地
域
情
報
の
読
み
解
き

地
域
情
報
を
取
得
し
、
時
空
間
上
で
表
示
さ
せ
れ
ば
、
自
ず
か
ら

地
域
の
像
が
読
み
取
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ス
マ
ト
ラ
を
例
に
し
て

考
え
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ス
マ
ト
ラ
で
は
、
島
の
西
部
に
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
急
峻
な

バ
リ
サ
ン
山
地
が
南
北
に
連
な
り
、
そ
こ
か
ら
、
西
側
は
す
ぐ
海
に

達
す
る
が
、
東
側
は
、
丘
陵
・
低
湿
地
が
百
キ
ロ
以
上
に
わ
た
っ
て

続
く
地
形
が
形
成
さ
れ
て
い
る
（
図
４
）。
マ
ク
ロ
に
見
た
時
の
地

形
を
大
地
形
、
ミ
ク
ロ
に
見
た
時
の
地
形
を
微
地
形
と
呼
び
、
山

脈
・
丘
陵
・
低
湿
地
と
い
う
の
が
ス
マ
ト
ラ
の
大
地
形
に
相
当
す
る

が
、
実
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
地
形
の
な
か
に
も
さ
ら
に
小
さ
な

花崗岩類

火山岩

新第三紀堆積物

スンダランド基盤岩類

スンダ海低湿地
丘陵

バリサン山地

図4　スマトラの横断面図

（出所）古川 1992：4。

図2　高谷好一フィールドノートの時空間表示（スマトラ中部）

（出所）高田（2015）よりスマトラ中部を表示。

図3　高谷好一フィールドノートをCSV形式でデータベース化した例

（出所）高田 2015。
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四
キ
ロ
ほ
ど
の
幅
を
も
っ
て
連
続
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と

は
現
地
の
微
視
か
ら
だ
け
で
は
読
み
取
る
こ
と
が
難
し
い
。

さ
ら
に
ズ
ー
ム
ア
ウ
ト
す
る
と
、
ス
マ
ト
ラ
は
急
峻
な
山
脈
と
丘

陵
、
低
湿
地
と
い
う
大
地
形
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
河
川
は
山
脈
に
源
を
発
し
、
丘
陵
地
を
蛇
行
し
た
の
ち
、
低
湿

地
を
経
て
海
に
つ
な
が
る
。
自
然
堤
防
と
後
背
湿
地
の
組
み
合
わ
せ

は
、
バ
ン
キ
ナ
ン
か
ら
東
側
に
続
き
、
プ
カ
ン
バ
ル
へ
の
別
れ
道
を

さ
ら
に
流
下
し
て
プ
カ
ン
バ
ル
の
南
東
約
五
〇
キ
ロ
に
位
置
す
る
パ

ン
カ
ラ
ン
ク
リ
ン
チ
ま
で
続
い
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
先
は
海
の
影
響

を
受
け
、
地
形
的
に
は
蛇
行
す
る
河
川
が
連
続
し
、
潮
汐
に
よ
っ
て

水
位
が
変
動
す
る
た
め
洪
水
の
影
響
を
受
け
に
く
く
、
し
た
が
っ

て
、
三
日
月
湖
も
形
成
さ
れ
な
い
。
海
水
の
影
響
を
受
け
る
た
め
、

河
川
か
ら
供
給
さ
れ
る
真
水
の
量
は
限
定
的
で
、
水
田
の
よ
う
な
農

地
開
拓
は
困
難
と
な
り
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
よ
う
な
、
汽
水
域
に

特
徴
的
な
植
生
が
卓
越
す
る
。

ス
マ
ト
ラ
の
大
地
形
で
は
丘
陵
と
区
分
さ
れ
る
地
域
の
な
か
に
、

実
際
に
は
河
川
沿
い
に
は
自
然
堤
防
と
後
背
湿
地
の
複
合
的
な
地
形

が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
、
地
図
上
で
ズ
ー
ム
イ
ン
・
ア
ウ
ト
を
往
還

す
る
こ
と
に
よ
り
わ
か
っ
た
。
ス
マ
ト
ラ
に
お
い
て
河
川
は
重
要
な

交
通
手
段
で
あ
り
、
港
町
に
都
市
が
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
（
た
と
え
ば
、
鈴
木 

一
九
九
八
）。
都
市
に
近

図6　シアク川沿いの自然堤防と後背湿地の複合地形

（出所）高田 2015。

地
形
区
分
が
可
能
で
あ
り
、
も
っ
と
も
小
さ
い
単
位
を
微
地
形
と
呼

ぶ
た
め
、
大
地
形
か
ら
微
地
形
ま
で
、
地
形
の
様
相
は
入
れ
子
状
態

に
な
っ
て
い
る
と
考
え
た
方
が
よ
い
。

現
地
調
査
で
地
形
を
観
察
す
る
場
合
、
ま
ず
は
こ
の
微
地
形
に
着

目
す
る
。
生
業
体
系
や
土
地
利
用
に
関
心
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
微
地

形
を
、
土
壌
や
植
生
、
降
水
な
ど
の
他
の
自
然
環
境
要
因
や
、
現
地

の
水
利
用
や
移
住
の
歴
史
、
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
と
関
連
さ
せ
て

理
解
し
よ
う
と
す
る
。

ス
マ
ト
ラ
中
南
部
の
場
合
、
山
脈
か
ら
東
に
向
か
い
、
シ
ア
ク
川

や
ム
シ
川
な
ど
、
何
本
も
の
河
川
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
河
川
が
山

脈
の
間
の
谷
を
経
て
丘
陵
地
帯
に
達
す
る
と
、
河
川
沿
い
に
は
自
然

堤
防
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
背
後
に
後
背
湿
地
が
現
れ
る
。
た
と
え

ば
、
プ
カ
ン
バ
ル
市
南
側
を
流
れ
る
カ
ン
パ
ル
川
流
域
の
場
合
、
プ

カ
ン
バ
ル
市
の
南
西
約
二
〇
キ
ロ
の
地
点
か
ら
バ
ン
キ
ナ
ン
ま
で
の

カ
ン
パ
ル
川
沿
い
の
道
は
、
自
然
堤
防
と
後
背
湿
地
の
景
観
が
卓
越

す
る
。
現
地
で
観
察
可
能
な
微
地
形
は
湿
地
帯
や
水
田
、
砂
質
土
壌

で
の
畑
作
物
栽
培
、
自
然
堤
防
上
の
植
生
、
屋
敷
地
で
あ
る
（
図

５
）。
し
か
し
、
こ
の
図
と
同
じ
位
置
を
、
時
空
間
表
示
シ
ス
テ
ム

を
用
い
て
ズ
ー
ム
ア
ウ
ト
す
る
と
図
６
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ

ち
、
図
５
に
あ
る
現
地
で
得
ら
れ
た
景
観
を
俯
瞰
視
し
て
見
れ
ば
、

カ
ン
パ
ル
川
の
流
路
と
三
日
月
湖
が
入
り
組
ん
だ
景
観
が
川
の
両
側

図5　シアク川沿いの自然堤防と後背湿地の複合地形の景観（右上の写真）

（出所）高田（2015）より1984年11月3日の記録を表示。
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こ
の
よ
う
に
、
現
地
調
査
の
微
視
で
得
ら
れ
た
指
標
を
基
に
、
デ
ジ

タ
ル
地
図
上
か
ら
地
域
情
報
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る＊

3

。

３
歴
史
か
ら
読
み
解
く

地
域
情
報
を
時
空
間
上
で
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
研
究
の

現
場
で
、
過
去
の
記
録
を
現
在
の
状
況
と
比
較
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
。

筆
者
に
よ
る
現
地
調
査
で
は
、
バ
リ
サ
ン
山
地
か
ら
丘
陵
地
帯
に

か
け
て
、
と
く
に
屋
敷
地
や
そ
の
周
辺
の
菜
園
・
果
樹
園
に
多
数
の

カ
カ
オ
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
の
を
観
察
し
た
。
そ
こ
で
、
高
谷
好
一

フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
か
ら
「
カ
カ
オ
」「
コ
コ
ア
」
を
フ
リ
ー
ワ
ー
ド

検
索
し
た
と
こ
ろ
、
ヒ
ッ
ト
数
は
「
カ
カ
オ
」
〇
件
、「
コ
コ
ア
」
二

件
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
記
録
を
読
む
と
、
現

在
の
カ
カ
オ
と
同
じ
生
育
条
件
下
で
コ
ー
ヒ
ー
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
西
ス
マ
ト
ラ
州
ソ
ロ
ク
か
ら
東
に
向
か

う
国
道
沿
い
で
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。「M

inangkabau

の
家
。
屋
敷
地
に
は
大
き
な
果
樹
に
交
じ
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
が
あ
る
。
こ

う
し
た
屋
敷
地
は
す
べ
て
柵
で
囲
わ
れ
て
い
る
。
も
う
暗
く
て
見
に

く
い
。（
一
九
八
四
年
一
〇
月
二
二
日
、
ソ
ロ
ク
の
東
八
三
キ
ロ
地
点
）」

「
左
に
川
、
二
〇
×
一
・
五
メ
ー
ト
ル
。
そ
こ
に
灌
漑
用
の
水
車
が
か

図7　Bing Maps Aerial Imageryから見た丘陵地におけるゴムとアブラヤシの分布
ジャンビ州と南スマトラ州の州境からジャンビ方面に20キロ地点

（出所）Bing Maps Aerial Imagery.

接
し
、
食
糧
を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
た
自
然
環
境
条
件
を
有
す
る

地
域
は
、
河
川
沿
い
の
自
然
堤
防
と
後
背
湿
地
の
複
合
地
形
に
作
ら

れ
た
水
田
地
帯
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
高
谷
好
一
フ
ィ
ー
ル
ド

ノ
ー
ト
に
も
「
水
田
は
オ
ラ
ン
ダ
時
代
か
ら
あ
る
が
、
二
期
作
に

な
っ
た
の
は
六
年
前
か
ら
（
一
九
八
四
年
一
一
月
二
日
、
プ
カ
ン
バ

ル
か
ら
バ
ン
キ
ナ
ン
方
面
へ
一
三
キ
ロ
地
点
）」
と
い
う
記
述
が
あ

る
。
ス
マ
ト
ラ
の
大
地
形
区
分
で
は
丘
陵
地
帯
に
属
す
る
が
、
河
川

の
中
流
域
に
あ
る
自
然
堤
防
と
後
背
湿
地
の
複
合
地
形
に
比
較
的
古

く
か
ら
の
水
田
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
時
空
間
表
示
シ
ス

テ
ム
を
使
う
こ
と
で
、
さ
ら
に
、
そ
の
地
形
が
カ
ン
パ
ル
川
以
外
の

河
川
沿
い
に
も
広
く
み
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
同
様
の
土
地
利

用
が
ス
マ
ト
ラ
で
一
般
的
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
現
地
調
査
の
微
視
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
を
俯
瞰
視
の
情
報
と
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
個
別
の
地
域
情
報
の
持
つ
空
間
的
拡
が
り
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ズ
ー
ム
イ
ン
に
よ
る
地
域
情
報
の
読
み
解
き

河
川
と
河
川
と
の
間
の
地
域
に
は
、
大
地
形
の
区
分
で
い
う
と
こ

ろ
の
丘
陵
地
帯
が
卓
越
す
る
。
緩
や
か
に
起
伏
す
る
丘
陵
が
続
き
、

土
壌
の
肥
沃
度
が
低
く
、
利
用
可
能
な
水
も
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、

水
田
の
造
成
や
畑
作
物
の
栽
培
は
困
難
で
あ
る
。
丘
陵
地
帯
に
卓
越

す
る
土
地
利
用
は
ゴ
ム
と
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
で
あ
る
。

河
川
沿
い
の
自
然
堤
防
・
後
背
湿
地
の
複
合
地
形
に
卓
越
す
る
水

稲
栽
培
と
異
な
り
、
ゴ
ム
と
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
い
ず
れ
が
栽
培
さ
れ
て

い
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
栽
培
の
主
体
は
小
農
か
企
業
か
と
い
っ
た

両
者
の
違
い
を
、
自
然
環
境
条
件
で
説
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
地
理
的
分
布
を
自
然
環
境
条
件
の
観
察
だ

け
か
ら
推
測
す
る
こ
と
も
難
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
む
し
ろ
、
導

入
の
歴
史
的
経
緯
を
知
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
ゴ
ム
と
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
が
実
際
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
土
地

を
、
微
視
と
俯
瞰
視
を
組
み
合
わ
せ
て
確
認
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
は
一
株
の
大
き
さ
が
直
径
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
も

な
り
、
デ
ジ
タ
ル
地
図
上
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ゴ
ム
と

異
な
り
、
整
然
と
植
栽
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
企
業
に
よ
る
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
で
は
面
積
が
広
大
な
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
多
い
の

に
対
し
、
小
農
に
よ
る
経
営
で
は
、
小
面
積
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

ゴ
ム
や
果
樹
園
な
ど
、
他
の
土
地
利
用
が
モ
ザ
イ
ク
状
に
組
み
合
わ

さ
っ
て
い
る
こ
と
が
現
地
調
査
か
ら
わ
か
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
考

慮
す
る
と
、
解
像
度
に
よ
る
違
い
は
あ
る
が
、
ス
マ
ト
ラ
の
丘
陵
地

に
お
け
る
ゴ
ム
と
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
分
布
の
概
略
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
図
７
の
道
路
右
側
に
整
然
と
植
え
ら
れ
て
い
る
の
が
ア
ブ

ラ
ヤ
シ
で
あ
り
、
そ
の
周
り
を
ゴ
ム
園
と
果
樹
園
が
囲
ん
で
い
る
。
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さ
れ
た
の
は
、
近
年
に
な
っ
て
拡
大
し
た
カ
カ
オ
で
あ
り
、
そ
の
多

く
は
屋
敷
地
内
の
果
樹
園
で
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
高
谷
の
調
査
し
た

一
九
八
〇
年
代
に
は
コ
ー
ヒ
ー
が
植
え
ら
れ
て
い
る
場
所
で
あ
っ

た
。
地
域
情
報
を
読
み
解
く
に
は
、
か
つ
て
の
歴
史
的
な
経
緯
を
知

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
地
域
情
報
の
時
空
間
表
示
を
発
見
の
ツ
ー

ル
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

地
域
研
究
の
重
要
な
方
法
論
の
一
つ
に
臨
地
調
査
が
あ
る
。
そ
の

一
手
段
と
し
て
の
景
観
観
察
は
高
谷
の
現
地
調
査
で
も
重
要
な
方
法

論
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
景
観
観
察
の
手
法
は
、
単
に
観
察
者

の
い
る
道
路
か
ら
の
眺
め
（
車
窓
の
景
観
）
だ
け
で
地
域
全
体
の
景

観
を
判
断
し
て
い
る
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
実
際

に
は
、
地
形
を
見
る
場
合
の
よ
う
に
、
大
地
形
か
ら
微
地
形
ま
で
常

に
ズ
ー
ム
イ
ン
・
ア
ウ
ト
を
頭
の
中
で
繰
り
返
し
て
い
る
。
逆
に
言

え
ば
、
そ
の
往
還
が
な
け
れ
ば
、
現
地
で
見
て
い
る
景
観
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
・
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ス
を
用

い
て
地
域
情
報
を
時
空
間
上
で
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ズ
ー
ム
イ

ン
・
ア
ウ
ト
の
往
還
が
現
場
で
可
能
に
な
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
従
来

は
専
門
家
で
な
け
れ
ば
困
難
で
あ
っ
た
現
地
で
の
地
形
分
類
と
い
う

作
業
を
、
よ
り
簡
便
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
現
場
で
見
え
て
い
る
景

観
を
地
域
全
体
に
お
け
る
個
別
性
と
普
遍
性
の
中
で
理
解
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
。

Ⅲ
テ
キ
ス
ト
分
析
か
ら
読
み
解
く

１
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
テ
キ
ス
ト
分
析

一
般
に
、
情
報
学
的
な
テ
キ
ス
ト
分
析
の
手
法
は
日
進
月
歩
で
あ

る
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
よ
う
な
膨
大
な
地
域
情
報
か
ら
、
地

域
像
の
抽
出
や
個
別
事
象
間
の
関
連
性
を
発
見
す
る
よ
う
な
、
従
来

は
研
究
者
が
行
っ
て
い
た
思
考
の
プ
ロ
セ
ス
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
完

全
に
代
替
さ
せ
る
こ
と
は
依
然
と
し
て
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
現

在
の
情
報
技
術
で
は
、
あ
る
文
書
に
ど
の
語
彙
が
何
回
登
場
す
る
か

と
い
う
単
純
な
量
的
集
計
だ
け
で
な
く
、
語
彙
の
内
容
に
踏
み
込
ん

だ
質
的
分
析
の
た
め
の
手
法
が
発
達
し
て
き
た
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
語
彙
間
の
関
連
性
か
ら
潜
在
的
ト
ピ
ッ
ク
を
抽
出
す
る
テ
キ
ス

ト
分
析
の
手
法
を
用
い
、
統
計
的
に
得
ら
れ
た
結
果
が
、
地
域
像
の

解
明
や
地
域
理
解
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
の
か
を
検
討
す
る
。

そ
の
た
め
に
、
ト
ピ
ッ
ク
モ
デ
ル
Ｌ
Ｄ
Ａ
（Latent D

irichlet 

A
llocation

）
の
手
法
を
用
い
て
、
高
谷
好
一
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト

か
ら
潜
在
的
ト
ピ
ッ
ク
の
抽
出
を
行
っ
た＊

4

。
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の

か
っ
て
い
る
。
周
り
に
は
二
カ
月
稲
あ
り
。
斜
面
に
は
コ
ー
ヒ
ー
が
多

い
。（
一
九
八
四
年
一
二
月
一
九
日
、
ソ
ロ
ク
の
東
三
七
キ
ロ
地
点
）」

「Silungkang

の
町
。
周
り
に
は
コ
ー
ヒ
ー
が
大
変
多
い
。（
一
九
八
四

年
一
〇
月
二
三
日
、
ソ
ロ
ク
の
東
一
九
キ
ロ
地
点
）」
な
ど
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
コ
ー
ヒ
ー
に
関
す
る
記
述
の
あ
る
地
点
の
み
を
取
り
出
す
と
図

８
の
よ
う
に
な
っ
た
。
コ
ー
ヒ
ー
に
関
す
る
記
述
は
一
〇
二
件
が
ヒ
ッ

ト
し
、
ス
マ
ト
ラ
の
か
な
り
広
域
で
コ
ー
ヒ
ー
に
関
す
る
記
述
が
存
在

す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
筆
者
に
よ
る
現
地
調
査
で
は
、
現
地
で
は
ほ

と
ん
ど
コ
ー
ヒ
ー
の
木
を
見
る
こ
と
は
な
く
、
上
述
し
た
高
谷
の
記
録

に
あ
る
ソ
ロ
ク
か
ら
東
に
向
か
う
国
道
沿
い
も
同
様
で
あ
っ
た
。
カ
カ

オ
は
ア
オ
イ
科
の
常
緑
樹
で
、
コ
ー
ヒ
ー
と
同
様
、
被
陰
樹
の
下
で

栽
培
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
筆
者
の
調
査
時
に
、
高
谷
の
調
査
時
と

同
様
、
屋
敷
地
や
菜
園
に
は
多
く
の
果
樹
が
残
さ
れ
て
い
た
が
、
コ
ー

ヒ
ー
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
代
わ
り
に
、
同
様
の
生
育
環
境
で
育

つ
カ
カ
オ
に
代
替
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
世
界
第
三
位
の
カ
カ
オ
輸
出
国
で
あ
り
、
国
内

で
は
ス
ラ
ウ
ェ
シ
で
の
生
産
が
七
五
％
を
占
め
る
（International 

Cocoa O
rganization 2015; H

asnah et al. 2011

）。
西
ス
マ
ト
ラ

で
は
、
主
に
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
な
っ
て
本
格
的
に
導
入
さ
れ
、

ゴ
ム
や
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
と
異
な
り
、
小
農
に
よ
る
生
産
が
九
七
％
を
占

め
る
と
い
う
（H

asnah et ei. 2011

）。
筆
者
の
現
地
調
査
で
観
察

図8　高谷好一フィールドノートで「コーヒー」を検索した結果

（出所）高田 2015。
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表1　スマトラのフィールドノートの記録から得られた潜在的トピック一覧

V1 V2 V3 V4 V5 V6 V7 V8 V9 V10

タイトル ？ ？ ？ ？ ？ 傾斜畑 地形的
特徴 ？ 池・魚・

水田複合
町と
市場

1 集落
8

島
10

Loc
8

Bengkalis
8

チガヤ
4

多い
94

松
12

きれい
6

池
28

町
30

2 乳液
6

多い
8

北進
4

土手
6

Tembilahan
3

オカボ
92

悪い
7

広大
5

水田
25

店
17

3 女
4

周辺
6

島
3

墓
5

急
3

トウモロコシ
86

湖
7

ゴム園
4

魚池
16

市場
9

4 新しい
4

ton
5

苗木
3

オランブニヤ
4

松林
3

広い
80

平坦
6

広い
4

魚
13

北
7

5 灌木
4

松林
5

Pekanbaru
2

乾季
4

煉瓦
3

コーヒー
52

所々
6

ヨシ原
3

小池
6

Arsad
5

V11 V12 V13 V14 V15 V16 V17 V18 V19 V20

タイトル ? ゴム・
水田複合 ? 中国人・

ムラユ 炭 ？ サゴ オランダ
時代 ゴム ？

1 Sultan
6

ゴム
59

地区
11

中国人
103

木
16

オカボ畑
5

サゴ
91

オランダ
33

ゴム
142

バガン
19

2 pres
5

水田
44

丸太
7

人
103

炭
10

Buatan
4

工場
59

下
16

広い
90

Tebing 
Tinggi

6

3 森
5

ゴム園
21

会社
6

自分
82

窯
10

松
4

tual
44

ムラユ
14

ゴム園
41

Tanjung
Datuk

5

4 簡単
4

Minangkabau
19

レジン
5

無い
79

炭焼き小屋
8

Amuntai
3

サゴヤシ
35

Raja Kecil
12

タッピング
27

Tanjung 
Pinang

5

5
Ungku 
Tugut

3

suku
16

分かれ
5

家
78

直径
7

Loc
3

水
34

間
9

丘
24

核
5

V21 V22 V23 V24 V25 V26 V27 V28 V29 V30

タイトル 水田 魚、養殖 家集落 屋敷地
と菜園 川 民族と

水田
水田と
除草 耕起

コショウ
＋

ドリアン
ココヤシ

1 水田
108

魚
43

家
77

多い
227

左
4

Banjar
49

草
108

牛
16

コショウ
19

ココヤシ
103

2 広い
84

網
28

多い
59

家
118

下り
3

Bugis
37

鍬
98

長い
16

ドリアン
12

木
75

3 稲
65

長い
26

右
40

コーヒー
95

川口
3

Sapat
37

田
95

クビキ
8

根元
7

自分
58

4 多い
61

inch
23

マングローブ
29

ココヤシ
91

昼食
3

Tembirahan
29

多い
86

土
8

中心
5

良い
42

5 幅
61

エビ
18

集落
24

村
61

湿地
3

稲
27

水田
72

犂先
7

成木
5

泥炭
41

記
述
か
ら
Ｌ
Ｄ
Ａ
を
用
い
て
ト
ピ
ッ
ク
を
抽
出
す
る
た
め
の
く
わ
し

い
プ
ロ
セ
ス
と
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
学
的
な
意
義
、
あ
る
い

は
、
抽
出
さ
れ
た
個
々
の
用
語
に
つ
い
て
の
妥
当
性
は
別
稿
に
ゆ
ず

る
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
潜
在
的
ト
ピ
ッ
ク
が
、
地
域
研
究
者
に

と
っ
て
実
際
に
ど
の
よ
う
に
利
用
可
能
か
を
、
時
空
間
上
で
表
示
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
検
討
す
る
。
地
域
研
究
の
手
法
と
い
う
観
点
か
ら

い
え
ば
、
テ
キ
ス
ト
分
析
に
よ
っ
て
抽
出
さ
れ
た
潜
在
的
ト
ピ
ッ
ク

は
何
ら
か
の
地
域
性
を
示
し
て
い
る
の
か
、
示
し
て
い
る
と
す
れ
ば

ど
の
よ
う
に
地
域
性
の
発
見
に
利
用
で
き
る
の
か
と
い
う
点
が
重
要

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
潜
在
的
ト
ピ
ッ
ク
の
可
視
化
を
通
じ
て
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
テ
キ
ス
ト
分
析
に
必
要
な
利
用
者
側
（
地
域

研
究
者
側
）
の
視
点
を
提
供
し
、
情
報
学
的
処
理
を
加
え
る
際
の
技

術
的
な
改
善
と
、
分
析
結
果
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

２
潜
在
的
ト
ピ
ッ
ク
の
抽
出

本
研
究
で
は
ト
ピ
ッ
ク
モ
デ
ル
Ｌ
Ｄ
Ａ
の
手
法
を
用
い
た
潜
在
的

ト
ピ
ッ
ク
の
抽
出
を
行
っ
た
。
テ
キ
ス
ト
分
析
は
、
ま
ず
フ
ィ
ー
ル

ド
ノ
ー
ト
の
テ
キ
ス
ト
の
構
造
化
、
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
用
語
の
抽

出
、
ト
ピ
ッ
ク
の
抽
出
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド

ノ
ー
ト
で
は
一
地
点
ご
と
に
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
テ
キ

ス
ト
の
構
造
化
で
は
、
分
析
の
単
位
と
な
る
の
は
一
地
点
で
の
情
報

（
場
面
）
で
あ
る
。
場
面
に
含
ま
れ
る
文
字
情
報
（
語
彙
）
を
、

M
eCab

とIPA
D

IC

を
利
用
し
て
形
態
素
解
析
を
行
い
、
名
詞
と

形
容
詞
を
対
象
と
し
て
用
語
を
抽
出
し
た＊

５

。
抽
出
し
た
用
語
か
ら
Ｌ

Ｄ
Ａ
を
用
い
て
、
各
場
面
に
潜
在
的
に
ト
ピ
ッ
ク
が
存
在
す
る
と
仮

定
し
、
各
場
面
で
の
用
語
の
共
起
関
係
か
ら
潜
在
的
ト
ピ
ッ
ク
を
求

め
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
場
面
と
ト
ピ
ッ
ク
の
関
係
、
お
よ
び
用
語
と

ト
ピ
ッ
ク
の
関
係
が
出
力
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
場
面
間
の
類
似
性

や
あ
る
用
語
が
出
現
す
る
潜
在
的
ト
ピ
ッ
ク
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
、
異
な
る
用
語
が
共
起
す
る
よ
う
な
場
面
で
の
潜
在
的
ト
ピ
ッ
ク

は
何
か
と
い
っ
た
分
析
が
可
能
と
な
っ
た
。

分
析
の
結
果
、
高
谷
好
一
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
ス
マ
ト
ラ
で
の

記
述
か
ら
、
用
語
の
異
な
り
数
五
六
六
六
と
、
三
〇
の
潜
在
的
ト

ピ
ッ
ク
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
（
表
１
）。
表
１
に
は
、
Ｖ
１
か
ら

Ｖ
30
の
ト
ピ
ッ
ク
と
、
ト
ピ
ッ
ク
ご
と
に
出
現
頻
度
の
高
い
方
か
ら

上
位
五
つ
の
用
語
を
記
載
し
た
。

３
用
語
の
妥
当
性

テ
キ
ス
ト
分
析
を
す
る
た
め
に
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
テ
キ
ス

ト
を
ま
ず
構
造
化
し
た
後
、
用
語
を
抽
出
す
る
が
、
そ
の
際
、
テ
キ（データ出所）高田 2015。



283 地域情報学の読み解き 282

三
〇
の
ト
ピ
ッ
ク
が
得
ら
れ
た
（
表
１
）。
さ
ら
に
、
ト
ピ
ッ
ク
に

示
さ
れ
た
用
語
を
、
高
谷
好
一
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
記
載
や
現
地

調
査
を
ふ
ま
え
て
筆
者
が
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
た
。
ク
エ
ス
チ
ョ
ン

マ
ー
ク
を
付
し
た
の
は
、
用
語
だ
け
で
は
内
容
が
判
別
し
な
い
ト

ピ
ッ
ク
で
あ
る
。

ト
ピ
ッ
ク
の
タ
イ
ト
ル
は
、
主
に
生
業
体
系
や
土
地
利
用
に
つ
い

て
の
ト
ピ
ッ
ク
（
Ｖ
６
・
７
・
９
・
10
・
12
・
15
・
17
・
19
・
21
・

22
・
23
・
24
・
25
・
27
・
28
・
29
・
30
、
以
下
、
生
業
ト
ピ
ッ
ク
）

と
、
地
域
の
歴
史
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
（
Ｖ
10
・
14
・
18
・
26
、
以

下
、
歴
史
ト
ピ
ッ
ク
）
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
た＊

7

。
ま
た
、
ク
エ

ス
チ
ョ
ン
マ
ー
ク
を
付
し
た
も
の
で
も
、
Ｖ
４
・
11
・
20
の
よ
う

に
、
地
名
や
民
族
の
移
住
の
歴
史
等
に
触
れ
る
用
語
が
見
ら
れ
、
歴

史
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
と
分
類
で
き
る
ト
ピ
ッ
ク
も
あ
る
。
実
際
、
高

谷
好
一
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
を
通
読
し
て
み
て
も
、
記
載
さ
れ
て
い

る
情
報
は
現
地
の
景
観
観
察
に
よ
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
し
ば

し
ば
、
町
や
村
で
役
人
や
村
の
幹
部
、
古
老
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
歴
史
的
経
緯
を
聞
き
取
り
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
冒
頭
で

も
述
べ
た
よ
う
に
、
現
地
の
生
業
体
系
や
土
地
利
用
を
理
解
す
る
た

め
に
は
、
現
在
の
状
態
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
い
た
る
歴
史
的
経
緯

を
知
る
必
要
が
あ
る
。
歴
史
的
経
緯
の
違
い
が
、
そ
れ
ら
の
多
様
性

に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
読
み
解
き

フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
よ
う
な
膨
大
な
地
域
情
報
の
集
積
に
は
、

地
域
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
含
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
、
他
人

が
記
録
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
を
、
地
域
情
報
の
源
と
し
て
利
用

す
る
に
は
、
当
然
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
を
す
べ
て
読
み
込
む
必
要
が

あ
る
。
し
か
し
、
多
数
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
が
集
積
し
た
場
合
、

記
録
は
膨
大
に
な
り
、
す
べ
て
を
読
み
込
む
こ
と
は
難
し
い
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
に
含
ま
れ
る
多
様
な
情
報
か
ら
ユ
ー
ザ
ー
が

必
要
な
情
報
を
抽
出
す
る
も
っ
と
も
簡
便
で
普
及
し
て
い
る
方
法
は

キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
記

録
の
な
か
で
何
が
重
要
な
の
か
、
言
い
換
え
る
と
、
現
地
の
地
域
情

報
の
な
か
で
何
に
着
目
す
べ
き
か
を
理
解
せ
ず
し
て
適
切
な
キ
ー

ワ
ー
ド
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
に
存
在
し

な
い
も
の
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
検
索
し
て
も
ヒ
ッ
ト
し
な
い
し
、

あ
ま
り
に
も
普
及
し
て
い
る
も
の
を
検
索
す
る
と
、
ヒ
ッ
ト
数
は
増

大
す
る
が
、
結
局
多
数
の
記
録
を
読
み
込
ま
ざ
る
を
え
な
い
。
た
と

え
ば
、
ス
マ
ト
ラ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
で
「
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
」

を
検
索
し
て
も
ヒ
ッ
ト
数
は
〇
件
だ
が
、「
水
田
」
で
は
一
八
二
件

が
ヒ
ッ
ト
し
、
記
録
さ
れ
た
位
置
も
ス
マ
ト
ラ
全
土
に
分
布
す
る
。

し
か
し
、
テ
キ
ス
ト
分
析
の
手
法
、
と
く
に
本
研
究
で
利
用
し
た

Ｌ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
手
法
で
は
、
関
連
性
が
高
い
と
統
計
的
に
判
断
さ
れ

ス
ト
の
内
容
に
は
本
来
、
関
係
し
な
い
用
語
を
排
除
す
る
必
要
が

あ
る＊

６

。
こ
の
こ
と
は
テ
キ
ス
ト
分
析
を
行
う
際
の
基
本
的
な
情
報
学

的
課
題
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
と
く
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
情

報
を
扱
う
場
合
に
発
生
す
る
用
語
の
妥
当
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

高
谷
好
一
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
は
現
場
の
観
察
記
録
で
あ
る
。
地

形
の
特
徴
や
農
作
物
の
栽
培
状
況
な
ど
が
記
載
さ
れ
、
実
際
、「
水

田
」「
ゴ
ム
」「
コ
コ
ヤ
シ
」「
コ
ー
ヒ
ー
」「
鍬
」「
池
」
と
い
っ
た

用
語
が
頻
出
す
る
。
こ
れ
ら
の
用
語
は
、
現
地
で
の
記
録
時
に
、
地

理
的
分
布
や
栽
培
状
況
と
合
わ
せ
て
記
録
す
る
た
め
に
、「
ゴ
ム
園

が
広
い
」「
コ
コ
ヤ
シ
が
多
い
」
と
い
っ
た
量
的
な
意
味
を
含
む
用

語
を
合
わ
せ
て
使
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
そ
の
結
果
、
た
と
え

ば
「
広
い
」
と
「
狭
い
」
で
は
逆
の
意
味
に
な
る
も
の
の
、
付
随
す

る
名
詞
に
あ
わ
せ
て
い
ず
れ
の
用
語
も
出
現
頻
度
が
高
ま
る
。
さ
ら

に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
を
記
録
す
る
実
際
の
現
場
で
は
、
本
来
は

そ
の
あ
た
り
に
少
な
い
は
ず
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
ま
で
は
見
か
け
る

こ
と
が
少
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
観
察
中
の
そ
の
場
所
に
つ

い
て
は
「
多
い
」
あ
る
い
は
「
少
な
い
」
と
い
う
意
味
を
込
め
て
量

的
な
表
現
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、「
多
い
」
か
「
少
な

い
」
か
を
理
解
す
る
に
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
前
後
の
文
脈
を
知

る
必
要
が
あ
り
、
用
語
の
み
で
多
い
か
少
な
い
か
を
判
断
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
同
様
に
、「
上
下
左
右
」「
前
後
」
と
い
っ
た
用
語
も

名
詞
に
付
随
す
る
こ
と
が
多
く
、
用
語
と
し
て
抽
出
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
前
後
の
文
脈
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

テ
キ
ス
ト
分
析
を
行
う
際
、
扱
う
資
料
の
性
格
に
よ
っ
て
抽
出
、

あ
る
い
は
、
排
除
さ
れ
る
べ
き
用
語
は
異
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

高
谷
好
一
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
場
合
、
生
業
体
系
や
土
地
利
用
に

関
す
る
用
語
が
頻
出
し
、
重
要
な
観
点
が
地
形
と
生
業
の
関
係
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ら
に
付
随
し
て
、
一
見
、
不
要
な
用
語

が
抽
出
さ
れ
た
。
不
要
な
用
語
を
排
除
す
る
と
同
時
に
、
文
脈
を
理

解
し
た
抽
出
と
す
る
た
め
に
は
、
相
反
す
る
言
葉
が
付
随
す
る
用
語

の
関
係
性
を
理
解
し
、
前
後
の
文
脈
か
ら
意
味
を
相
対
化
し
て
用
語

を
抽
出
す
る
よ
う
な
工
夫
が
課
題
と
な
る
。

た
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
、
情
報
学
だ
け
の
課
題
で
は
な
い
。「
多

少
」
や
「
広
狭
」
と
い
っ
た
量
的
な
表
現
を
現
地
調
査
時
に
フ
ィ
ー

ル
ド
ノ
ー
ト
に
走
り
書
き
す
る
場
合
は
よ
く
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
あ
い
ま
い
な
表
現
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド

ノ
ー
ト
を
取
る
際
の
工
夫
と
し
て
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

４
ト
ピ
ッ
ク
か
ら
読
み
解
く

ト
ピ
ッ
ク
の
読
み
解
き

潜
在
的
ト
ピ
ッ
ク
を
抽
出
し
た
結
果
、
Ｖ
１
か
ら
Ｖ
30
で
示
し
た
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ト
ピ
ッ
ク
の
物
語
の
読
み
解
き

用
語
の
関
連
性
を
抽
出
す
る
テ
キ
ス
ト
分
析
の
手
法
は
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ノ
ー
ト
に
頻
出
し
広
範
囲
に
存
在
す
る
「
水
田
」
の
よ
う
な
用

語
を
統
計
的
に
分
類
す
る
こ
と
に
有
用
で
あ
っ
た
が
、
逆
に
、
特
定

の
地
域
や
対
象
物
を
表
す
用
語
で
は
、
出
現
頻
度
が
少
な
い
た
め
、

キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
と
テ
キ
ス
ト
分
析
に
よ
る
結
果
の
間
に
差
が
生
じ

な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
テ
キ
ス
ト
分
析
の
結
果
は
、
必
ず
し
も
そ

う
で
は
な
か
っ
た
。

サ
ゴ
は
ヤ
シ
科
の
植
物
で
、
通
常
、
海
水
の
影
響
を
受
け
る
、
海

岸
近
く
の
河
川
沿
い
の
汽
水
域
に
よ
く
生
育
す
る
植
物
で
あ
る
。
ス

マ
ト
ラ
で
は
、
サ
ゴ
の
髄
に
含
ま
れ
る
で
ん
ぷ
ん
を
食
用
あ
る
い
は

家
畜
の
餌
と
し
て
利
用
す
る
。
サ
ゴ
の
植
物
的
特
性
か
ら
、
ス
マ
ト

ラ
に
お
け
る
サ
ゴ
の
生
育
域
は
東
海
岸
と
西
海
岸
の
低
湿
地
帯
で
し

か
な
い
。
実
際
、
フ
リ
ー
ワ
ー
ド
検
索
で
「
サ
ゴ
」
を
検
索
す
る
と

五
八
件
が
ヒ
ッ
ト
し
、
時
空
間
上
で
表
示
す
る
と
図
９
の
下
図
の
よ

う
に
な
っ
た
。
ヒ
ッ
ト
し
た
五
八
件
に
は
、「
サ
ゴ
ヤ
シ
」
や
「
サ

ゴ
工
場
」
な
ど
、
サ
ゴ
に
関
す
る
記
述
が
含
ま
れ
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ノ
ー
ト
の
記
録
を
確
認
し
て
も
、
サ
ゴ
の
立
地
環
境
か
ら
利
用
ま
で

幅
広
く
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
部
、
内
陸
部

で
の
分
布
が
見
ら
れ
る
が
、
多
く
は
東
海
岸
沿
い
に
集
中
し
、
自
然

環
境
要
因
だ
け
で
も
サ
ゴ
の
用
語
の
分
布
を
あ
る
程
度
説
明
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
ト
ピ
ッ
ク
「
サ
ゴ
」
に
分
類
さ
れ
た
用
語
を
検
索
す
る

と
、
ヒ
ッ
ト
数
八
〇
件
と
な
り
、
フ
リ
ー
ワ
ー
ド
検
索
の
場
合
よ
り

ヒ
ッ
ト
数
は
二
二
件
増
加
し
た
。
ま
た
、
時
空
間
上
で
表
示
す
る

と
、
内
陸
で
の
分
布
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
図
９
上＊

８

）。

こ
の
こ
と
は
、
二
二
件
の
情
報
は
「
サ
ゴ
」
を
含
ま
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、「
サ
ゴ
」
と
い
う
用
語
と
共
起
す
る
情
報
と
し
て
抽
出
さ

れ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
ト
ピ
ッ
ク
「
サ
ゴ
」
に
含
ま
れ
る
八
〇
件

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
記
録
を
読
む
と
、「
サ
ゴ
」
の
立
地
環
境

の
話
だ
け
で
な
く
、
中
国
か
ら
の
移
民
に
よ
る
サ
ゴ
の
開
拓
や
サ
ゴ

工
場
の
建
設
、
あ
る
い
は
サ
ゴ
が
生
育
す
る
湿
地
林
の
開
拓
や
販
売

し
て
い
た
現
金
収
入
源
と
し
て
の
籐
（
ラ
タ
ン
）
に
つ
い
て
書
か
れ

て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ト
ピ
ッ
ク
「
サ
ゴ
」
の
記
録
に
は
、
サ
ゴ
そ

の
も
の
だ
け
で
な
く
、
サ
ゴ
に
ま
つ
わ
る
開
拓
や
移
民
、
民
族
な
ど

に
関
す
る
情
報
が
付
随
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
用
語
が
共
起
す
る
と

判
断
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
サ
ゴ
が
生
育
す
る
こ
と
の
ほ
と
ん
ど
な
い

内
陸
に
位
置
し
、
情
報
と
し
て
も
「
サ
ゴ
」
と
い
う
語
彙
を
含
ま
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
開
拓
」
や
「
中
国
」「
湿
地
林
」「
籐
」
と

い
う
用
語
か
ら
な
る
一
部
の
情
報
が
「
サ
ゴ
」
と
共
起
す
る
情
報
と

し
て
抽
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

サ
ゴ
が
本
来
生
育
し
な
い
内
陸
に
「
サ
ゴ
」
に
関
す
る
情
報
が
抽

た
語
彙
が
用
語
と
し
て
抽
出
さ
れ
、
た
と
え
同
一
の
語
彙
で
も
、
共

起
す
る
パ
タ
ー
ン
が
異
な
れ
ば
、
異
な
る
用
語
と
し
て
抽
出
さ
れ
る

原
理
に
な
っ
て
い
る
。
表
１
に
示
し
た
テ
キ
ス
ト
分
析
の
結
果
に
よ

れ
ば
、
ト
ピ
ッ
ク
の
タ
イ
ト
ル
に
「
水
田
」
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
が

見
出
せ
る
の
と
同
時
に
、
用
語
で
見
て
も
「
水
田
」
が
存
在
す
る
。

異
な
る
複
数
の
ト
ピ
ッ
ク
に
「
水
田
」
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
テ

キ
ス
ト
分
析
の
手
法
に
よ
り
、
異
な
る
状
態
の
「
水
田
」
が
統
計
的

に
抽
出
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

タ
イ
ト
ル
に
「
水
田
」
を
含
む
、
あ
る
い
は
水
田
に
関
連
す
る
ト

ピ
ッ
ク
は
、
Ｖ
９
「
池
・
魚
・
水
田
複
合
」、
Ｖ
12
「
ゴ
ム
・
水
田

複
合
」、
Ｖ
21
「
水
田
」、
Ｖ
26
「
民
族
と
水
田
」、
Ｖ
27
「
水
田
と

除
草
」、
Ｖ
28
「
耕
起
」
の
六
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
。
Ｖ
９
「
池
・

魚
・
水
田
複
合
」
と
Ｖ
12
「
ゴ
ム
・
水
田
複
合
」
は
水
田
が
他
の
土

地
利
用
と
組
み
合
わ
さ
っ
て
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
前
者

は
池
と
水
田
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
後
者
は
ゴ
ム
と
水
田
の
組
み

合
わ
せ
で
あ
る
。
立
地
環
境
と
し
て
は
、
前
者
は
低
湿
地
が
多
く
、

後
者
は
丘
陵
地
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
Ｖ
21
「
水
田
」

は
、
む
し
ろ
水
田
が
中
心
的
な
話
題
で
あ
り
、
Ｖ
26
「
民
族
と
水

田
」
で
は
、
や
は
り
水
田
が
中
心
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
栽
培
す
る

民
族
に
関
連
す
る
記
述
が
多
い
。
ま
た
、
Ｖ
27
「
水
田
と
除
草
」
と

Ｖ
28
「
耕
起
」
で
は
、
水
田
に
お
け
る
農
耕
技
術
が
中
心
的
な
話
題

に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
を
読
ま
ず
し

て
、
こ
れ
だ
け
の
「
水
田
」
を
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
、
用
語
の
構

成
や
実
際
の
記
述
か
ら
も
関
連
性
の
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

語
彙
間
の
関
係
や
語
彙
に
付
随
す
る
言
葉
の
関
係
か
ら
語
彙
間
の

関
連
を
統
計
的
に
判
断
す
る
た
め
、
テ
キ
ス
ト
分
析
の
結
果
は
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
記
録
の
全
貌
を
知
ら
ず
し
て
ト
ピ
ッ
ク
や
用

語
の
分
類
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
本
研
究
で
統

計
的
に
抽
出
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
「
水
田
」
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う

に
異
な
る
の
か
は
、
現
地
調
査
や
さ
ら
な
る
ト
ピ
ッ
ク
や
用
語
の
解

析
が
必
要
に
な
る
。
統
計
的
な
処
理
に
よ
り
見
出
さ
れ
た
、
異
な
る

「
水
田
」
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
は
フ
ィ
ー
ル
ド

ノ
ー
ト
の
記
録
だ
け
で
は
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
テ
キ
ス
ト

分
析
に
よ
っ
て
抽
出
さ
れ
た
用
語
間
の
関
係
性
は
相
関
関
係
で
あ

り
、
因
果
関
係
は
研
究
者
が
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、

抽
出
さ
れ
た
ト
ピ
ッ
ク
は
統
計
的
に
関
連
が
あ
る
用
語
の
集
合
体
で

あ
り
、
ト
ピ
ッ
ク
に
現
れ
る
頻
出
用
語
か
ら
ト
ピ
ッ
ク
の
タ
イ
ト
ル

を
考
え
る
こ
と
は
、
方
法
論
的
に
は
作
業
仮
説
の
提
示
と
言
い
換
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
ト
ピ
ッ
ク
に
現
れ
る
用
語
の
因
果
関
係
を
検
討

し
た
り
、
作
業
仮
説
を
修
正
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
テ
キ
ス
ト

分
析
の
結
果
を
発
見
の
ツ
ー
ル
と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
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結
論

本
研
究
で
は
、
情
報
学
を
取
り
込
ん
だ
地
域
研
究
の
新
し
い
研
究

手
法
を
検
討
す
る
た
め
の
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
現
地
の
情
報
を
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
・

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ス
と
テ
キ
ス
ト
分
析
を
用
い
、
い
か
に
発
見
の
ツ
ー

ル
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
検
討
し
た
。
題
材
と
し
た

の
は
、
高
谷
好
一
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
マ
ト

ラ
に
お
け
る
記
録
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ス
マ
ト
ラ
の
大
地
形
で

丘
陵
と
区
分
さ
れ
る
地
域
の
な
か
に
、
自
然
堤
防
と
後
背
湿
地
の
複

合
地
形
が
河
川
中
流
域
に
卓
越
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま

た
、
同
じ
く
丘
陵
と
区
分
さ
れ
る
地
域
の
な
か
で
、
ゴ
ム
園
と
ア
ブ

ラ
ヤ
シ
園
の
分
布
の
概
略
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
前
者
は
現

地
調
査
の
微
視
だ
け
で
は
見
え
な
い
地
域
情
報
が
、
時
空
間
表
示
シ

ス
テ
ム
を
用
い
て
ズ
ー
ム
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
で
理
解
さ
れ
、
後
者
は

逆
に
、
俯
瞰
視
だ
け
で
は
見
え
な
い
ゴ
ム
と
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
区
分
を

ズ
ー
ム
イ
ン
す
る
こ
と
で
違
い
の
指
標
を
見
出
し
、
俯
瞰
的
な
図
に

適
用
す
る
こ
と
で
、
分
布
の
概
略
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
現
地
調
査
で
観
察
さ
れ
た
カ
カ
オ
が
、
一
九
八
〇
年
代
の
高
谷

好
一
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
記
録
に
ほ
と
ん
ど
見
出
す
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
も
の
の
、
当
時
の
記
録
と
カ
カ
オ
の
歴
史
的
経
緯
を
踏
ま

え
る
と
、
か
つ
て
の
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
が
カ
カ
オ
に
代
替
し
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
い
ず
れ
の
場
合
も
時
空
間
表
示
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て

ズ
ー
ム
イ
ン
・
ア
ウ
ト
の
往
還
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
発
見
の
糸
口

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

テ
キ
ス
ト
分
析
で
は
、
Ｌ
Ｄ
Ａ
の
手
法
を
用
い
て
、
用
語
間
の
関

係
性
を
基
に
し
て
、
共
起
す
る
用
語
、
用
語
の
塊
で
あ
る
ト
ピ
ッ
ク

と
を
抽
出
し
、
地
域
研
究
の
手
法
へ
の
適
用
を
検
討
し
た
。
本
手
法

の
も
っ
と
も
重
要
な
特
徴
は
共
起
す
る
情
報
を
つ
な
ぐ
点
に
あ
る
。

す
な
わ
ち
ト
ピ
ッ
ク
は
、
統
計
的
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
判
断
さ
れ

た
情
報
の
塊
で
あ
り
、
相
関
関
係
の
提
示
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、

ス
マ
ト
ラ
で
広
域
に
観
察
さ
れ
る
「
水
田
」
と
い
う
用
語
か
ら
、
相

関
関
係
で
つ
な
が
っ
た
用
語
群
か
ら
な
る
六
つ
の
異
な
る
「
水
田
」

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
相
関
関
係
を
基
に
作
業
仮
説
を
立
て
、

因
果
関
係
を
検
証
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
は
研
究
者
に
よ
る
思
考
プ

ロ
セ
ス
と
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
人
間
の
思
考
で
も
、
多
く
の
作

業
仮
説
を
作
っ
て
は
壊
し
ま
た
作
る
の
で
あ
っ
て
、
本
稿
で
検
討
し

た
テ
キ
ス
ト
分
析
は
、
そ
の
過
程
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
統
計

的
処
理
と
い
う
判
断
で
得
ら
れ
た
作
業
仮
説
を
付
け
加
え
る
行
為
に

他
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
膨
大
な
情
報
か
ら
、
つ
な
が
り
の
程
度
に

出
さ
れ
る
こ
と
は
、
現
場
の
状
況
を
知
ら
ず
専
門
の
知
識
の
な
い

ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
は
誤
っ
た
情
報
の
提
供
に
な
る
。
し
か
し
、
ス

マ
ト
ラ
東
海
岸
で
は
、
中
国
か
ら
の
移
民
が
湿
地
帯
の
サ
ゴ
を
開
拓

し
、
サ
ゴ
工
場
を
建
設
し
て
経
済
発
展
に
資
す
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク

な
歴
史
的
経
緯
（
物
語
）
が
存
在
し
、
そ
の
こ
と
と
関
連
す
る
情
報

が
ト
ピ
ッ
ク
「
サ
ゴ
」
の
な
か
に
見
出
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
れ
ば
、

「
サ
ゴ
」
と
い
う
用
語
を
含
ま
な
い
ト
ピ
ッ
ク
「
サ
ゴ
」
の
二
二
件

の
情
報
を
あ
ら
た
め
て
見
直
し
、
ト
ピ
ッ
ク
「
サ
ゴ
」
に
付
随
す
る

物
語
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
新
た
な
作
業
仮
説
を
立
て
、
よ
り
具
体

的
な
研
究
課
題
と
し
て
追
及
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

フリーワード検索「サゴ」、58件のヒット

トピック「サゴ」、80件ヒット

図9　「サゴ」に関する情報を可視化した二つの結果

（出所）高田 2015。
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め
、
本
稿
で
も
ト
ピ
ッ
ク
間
の
関
係
性
は
議
論
し
な
い
。

＊
７	

町
の
様
子
や
市
場
の
様
子
を
記
載
し
た
ト
ピ
ッ
ク
も
い
く
つ
か
の

用
語
は
歴
史
的
経
緯
を
反
映
し
て
い
る
た
め
地
域
の
歴
史
に
関
す
る
ト

ピ
ッ
ク
と
し
て
分
類
し
た
。

＊
８	

ト
ピ
ッ
ク
の
可
視
化
に
使
用
し
た
の
は
二
〇
一
四
年
段
階
の
抽
出

デ
ー
タ
を
用
い
て
い
る
が
、
表
１
で
示
し
た
ト
ピ
ッ
ク
の
一
覧
は
用
語

の
抽
出
時
に
若
干
の
形
容
詞
を
加
え
た
二
〇
一
五
年
九
月
時
点
の
デ
ー

タ
を
採
用
し
て
い
る
。
Ｖ
の
順
番
に
統
計
的
な
意
味
は
な
く
、
ト
ピ
ッ

ク
が
表
す
内
容
（
タ
イ
ト
ル
）
は
、
ト
ピ
ッ
ク
内
に
現
れ
る
用
語
の
頻

度
が
高
い
も
の
を
基
に
判
断
し
て
い
る
。
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は
困
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課
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で
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る
。
そ
の
点
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
得
意

分
野
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
分
析
を
地
域
研
究
者
の
思
考
プ
ロ
セ
ス
に

組
み
込
む
こ
と
に
よ
り
、
地
域
情
報
の
記
録
者
や
ユ
ー
ザ
ー
が
明
示

的
に
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
ト
ピ
ッ
ク
の
相
関
関
係
や
、
あ

ま
り
に
も
膨
大
な
資
料
群
の
た
め
検
出
が
こ
れ
ま
で
は
不
可
能
で

あ
っ
た
よ
う
な
ト
ピ
ッ
ク
間
の
相
関
関
係
を
探
り
出
す
こ
と
に
有
効

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
本
研
究
で
は
、
用
語
に
付
随
す
る
歴
史
的
経
緯
の
よ
う
な
背

景
的
情
報
を
物
語
と
よ
び
、
物
語
を
読
み
解
く
必
要
性
を
指
摘
し

た
。
数
値
情
報
と
異
な
り
、
テ
キ
ス
ト
情
報
の
分
析
に
は
ま
だ
あ
い

ま
い
さ
が
つ
き
ま
と
う
。
本
研
究
で
示
し
た
よ
う
に
、「
サ
ゴ
」
と

い
う
用
語
が
内
陸
部
に
分
布
し
て
い
る
結
果
を
前
に
し
て
、
そ
れ
は

テ
キ
ス
ト
の
あ
い
ま
い
さ
に
由
来
す
る
間
違
っ
た
結
果
な
の
か
、
あ

る
い
は
、
何
ら
か
の
現
象
を
示
し
て
い
る
の
か
の
判
断
は
、
研
究
者

が
現
場
で
作
業
仮
説
を
立
て
る
時
の
判
断
と
似
て
い
る
。
地
域
情
報

学
の
場
合
、
地
域
研
究
と
情
報
学
の
視
点
や
手
法
が
異
な
る
た
め
、

作
業
仮
説
を
立
て
る
た
め
の
判
断
は
共
同
で
行
う
必
要
が
あ
る
。
学

際
研
究
で
は
異
分
野
の
研
究
者
が
相
手
の
研
究
分
野
に
踏
み
込
ん
で

ま
で
議
論
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
よ
う
だ
が
、
双
方
の
か
か
わ
り
を

通
じ
て
、
地
域
情
報
学
か
ら
新
し
い
手
法
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
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Ｒ
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築
の
た
め
の
情
報
学
的
プ
ロ
セ
ス
と
課
題
は
（
高
田
ほ
か 

二
〇
一
四 ; T

akata et al. 2014

）
を
参
照
。

＊
３	

も
ち
ろ
ん
、
経
営
主
体
は
も
と
よ
り
、
ゴ
ム
と
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
栽

培
地
の
区
別
に
つ
い
て
も
、
正
確
な
境
界
を
み
つ
け
面
積
を
計
測
す
る

に
は
、
画
像
上
で
の
よ
り
正
確
な
解
析
が
必
要
で
あ
る
。

＊
４	

本
稿
で
用
い
た
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
の
く
わ
し
い
手
法
や
情
報

学
的
な
意
義
等
は
、
山
田
（
二
〇
一
五
ａ ; 

二
〇
一
五
ｂ
）
に
よ
る
。

＊
５	

地
名
や
数
値
、
助
詞
、
テ
キ
ス
ト
の
入
力
間
違
い
、
不
適
切
の
分

節
さ
れ
た
専
門
用
語
な
ど
、
抽
出
さ
れ
る
用
語
と
し
て
不
適
切
な
も
の

を
排
除
し
た
。

＊
６	
Ｌ
Ｄ
Ａ
で
は
、
共
起
す
る
用
語
の
関
係
性
が
集
計
さ
れ
て
ト
ピ
ッ

ク
を
区
切
る
た
め
、
ト
ピ
ッ
ク
間
の
関
係
性
は
問
わ
な
い
。
そ
の
た
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